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熊本県不知火地区漁業士会
＜組織の概要＞

　会長
　　中村　秀徳
　（なかむら　ひでのり）

　事務局
　　篠﨑　貴史
　（しのざき　たかし）

【連絡先】

熊本県八代市西片町1660
（熊本県県南広域本部水産課） ＜取組内容＞

0965-33-3625

0965-33-3645

＜年間の主なイベント等＞
（春）研修会：先進事例の視察等
（夏）漁業体験教室：地元の小学生等を対象に、伝統漁法
である『地びき網漁』を行います。網をひいた後は、獲れ
たての魚介類を用いて海鮮バーベキュー！最後にみんなで
海浜清掃を行います。
（秋）おさかな漁師教室：この日は漁業士が先生となっ
て、料理教室を開催します。自分で魚を捌き、調理し、食
べることで、魚のおいしさや魅力を学ぶことができます。
（冬）ノリ手すき教室：「手すき」という昔ながらの製法
に挑戦し、ノリが養殖されて製品に仕上がるまでの行程を
体験しながら学ぶことができます。

【名称】

代表者
（ふりがな）

　宇城市から水俣市までの不知火海沿海の14漁協に所属す
る漁業士23人で構成されています。
　漁業士とは、地元水産業の担い手として熊本県から認定
された漁業者のことで、若くて行動力のある『青年漁業士
（8人）』と、実務経験10年以上で優れた漁業技術・経営
管理能力を持ち、漁村地区におけるリーダー的存在でもあ
る『指導漁業士（15人）』が協力し、各地域の漁業の中核
になって推進するとともに、様々な活動に取り組んでいま
す。

担当者
（ふりがな）

住所

TEL
　当漁業士会では、平成7年度より活動を開始し、漁業後
継者の育成、漁村の活性化等を目的に、漁師の資質向上の
ための研修活動のほか、一般の方々に対しても、「もっと
海や水産業のことを知って欲しい、さかなを好きになって
もっとたくさん食べてほしい」という願いから、小学生な
どを対象とした漁業体験教室や魚料理教室などの広報啓発
活動を実施しています。地元の海で実際に使われている漁
具や獲れたての魚介類に直接触れたり、新鮮な魚介類を自
分で捌いて食べたり、毎回、参加者には大好評です。
　また、海の環境保全のため、出漁時に見つけたゴミの持
ち帰り運動や海浜の清掃活動にも取り組んでいます。

FAX

URL

地びき網漁体験の様子 

漁業士による地びき網で獲れた魚の説明 


